
平成２３年度シラバス 学番 51 新潟県立加茂農林高等学校

教科(科目) 農業（農業科学基礎） 単位数 ４ 単位 学年(学科・コース) １年生 農業科

使用教科書 農業科学基礎 農文協 授業形態 必修

副教材

１科目目標

「農業生物の育成についての体験的、探求的な学習をとおして農業に関する基礎的な知識と技術を習得させ ,農

業および農業学習についての興味関心を高めるとともに、科学的思考力と問題解決能力を伸ばし、農業の各分

野の発展を図る能力と態度を育てる」

また本校において１年次後半におこなわれるコース選択の参考になるように努める。

２学習計画

月 学習項目 学習活動（指導内容） 時間 評価方法

４

５

６

７

生産部門

野菜

実習をとおして野菜栽培の

基礎を学習する。

果樹

県央地域の主要果樹の一般

的な管理作業を体験し理解

する。

草花

草花栽培の基礎・基本を、

実 習 等 を と お し て 学 習 す

る。

動物

実習を通して動物飼育の基

礎技術、知識を学習する。

関連部門

バイテク

植物バイオテクノロジーを

中心に行い、無菌操作や培

地作成を体験する。

食品製造

食品製造の意義と基礎を理

解、習得する。

緑地工学

森林や造園に関する体験的

な学習を通して、基礎的な

知識技術を修得させる。

環境土木

農業土木分野に関する体験

的な学習を通し基礎・基本

的な技術・技能を習得させ

る。

野菜栽培の実習を体験し、興味関心を持たせる

とともに基礎的な知識、技術を覚える。

各種果樹の生育の規則性や栽培の仕組みを知

り、季節の基礎的な管理について実習体験を通

した学習をする。

草花の役割と種類について理解させる。また、

草花の生育特性や基礎的な栽培技術について

学習する。

主に食糧生産に利用されている家畜（牛、豚、

鶏）の基礎的な生理、生態について理解を深め、

現在の食糧生産及び食糧消費の在り方につい

て再確認を促す。

植物の組織培養を中心に、バイオテクノロジー

について基礎的な実験や講義を通じて理解を

深める。

製造実習により興味関心を高め、食品製造を行

う上で必要な基礎的知識、心構えを理解させ

る。

森林や造園に関する基礎的な知識、技術を修得

し、専門用語や計算方法を理解する。

農業土木分野の基礎的な技術を修得し、専門用

語や計算方法を理解する。

５０

・出席状況、態度、

意欲、実習レポー

トの提出による。

・定期テストの実

施。



８

９

１０

１１

１２

上記生産部門の４コース、関連部門の４コース、それぞれで年間を通してロ

ーテーションしながら学習する。

６０

同上

１

２

３

上記生産部門の４コース、関連部門の４コース、それぞれで年間を通してロ

ーテーションしながら学習する。 ３０ 同上

３評価規準と評価方法

項 目 内 容 評価方法

関心・意欲

・態度

農業に興味・関心を持ち、積極的に取り組んでいるか。

農業実習の服装・身なりがきちんとできているか。

授業態度・実習態度等

プリント提出

ノート提出

定期考査等

上記を総合して１００

点満点で評価する

思 考

判 断

将来のコース選択のために考え、行動しているか。

技 能

表 現

フャイルの整理やレポートの提出ができているか。

知 識

理 解

各部門の基礎的な知識を理解しているか。


